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沖縄 62，389 20，761 41，627 
大島 82，460 82，460 
宮古 18，752 17，455 1，297 
八重山 9，883 9，883 




















の増大はインフ V を急速化した。(前掲『琉銀十年史n121. 261頁)
その後1947年 9月には再び北緯30度以南の南西諸島の法貨として新日本円の
ほかにB円軍票をも併用すること，つまり沖縄でも B円が再び法貨として指定



































沖 縄I362，066 I 398，819 
大島I150，481 I 150，481 
宮古八重山 85，398I 121，142 































にきめられていた複数レート制であった。 195C年 4 月より 1 ドル~120B円の単一
レートになったが，それも全部直ちにそうなったのではなく米，薬品等の必需品に




































































































































沖縄における日本円の消滅 (11) 11 
][ B円発行制度の性格
B円体制は1948年7月のB円による通貨の統一.49年4月の商業ドノレ資金制
































































































R 受 取 支払 収支年末ド貿易| 貿易外 | 貿易 | 差引 ノレ外貨(輸出)円ルセ 1海送外金 1その他1小、計 合計(輸入)貿易外合計 ム払超保有高
1951 3，682 18，623 373 905 19，901 23，583 16，321 47 16，798 6，785 14，704 
52 4，985 45，704 900 2，397 49.02 53，987 40，0日3 2，032 42，035 11，951 26，655 
53 7，403 51，204 692 2，006 53，902 61，305 57，875 3，542 61，417 ム 11226，542 
54 7，391 46，940 572 7，642 55，154 62，545 56，483 4，307 60，790 1，754 28，297 
55 13，185 49;930 756 10，970 61，656 74，842 63，呂85 3，678 67，563 7，278 35，576 
56 20，362 47，137 1，194 27.135 75，466 95，829 87，850 G，533 93，383 2，445 38，021 
57 15，652 63，065 1，739 20，909 85，713 101，365 94，096 7，900 101，996 ム 63037，391 
(注) (1) 受取欄中のその他の項目には恩給年金運賃保険投資その他サグ4スを含臼。









1951 14，703 1，764，471 1，598，073 166，398 
52 26，55 3，198，697 1，870，884 1，327，813 
53 26，542 3，185，094 1，780，912 1，404，182 
54 28，297 3，395，667 2，159，228 1，236，439 
55 35，576 4，269，144 ，3，089，466 1，179，678 i 
56 38，021 1，562，639 3，719，585 813，054 









年川町ま 5億~10億円の回収超過(揚超)であり， 1951~55年の 5 年間に31億
円の回収超過#示しているの
第5表琉球見返資金収入及び支出 0951~55年〕 (単位ー 百万円)
いにゆイ 収支尻(揚超ム〕
1951年4月 ~12月 1，412 o I 1，412 448 6 309 123 886 ム 526 
52年1月 ~12月 1，845 199 2，044 650 27 372 o I 1，049 ム 995 
53年 " 1，688 o I 1，688 4口9 25 395 276 1，105 ム 583 
54年 " 1，268 o I 1，268 558 36 178 346 1，118 ム 15日
55年 " 1，165 307 1，472 303 37 276 。616 ム 856 
















































































1950年12月 1，336，738 382，819 281，943 
51 12 1，598，073 944，729 666，464 
52 12 1，870，884 1，199，104 835，033 
53 12 1，780，912 1，433，117 944，811 
54 3 1，765，723 1，722，154 1，061，649 
55 3 2，367，782 2，244，148 1，075，281 
56 3 3，069，442 2，873，408 1，400，7-48 










(1) 50~53 年までは「琉銀一十年史~ 126買による。 54-57年は同j
313-314頁より算出。統計の都合上杭ー した月壱と志ことができ














57 2 1300 
〔注) 同上， 142頁による。






1955年 3月 11.3 35.9 46.1 6.6 100 
9 11.2 41.1 46.0 1.7 100 
56 3 11.9 36.3 16.1 5.7 100 
9 10.3 26.8 5.4.5 8.4 100 
57 3 9.6 24.3 55.3 10.8 100 















































































の決定.56年 1月イ Y ドV ナ三国のフラ Y圏離脱，これらの動向こそすでに48
年にはじまる B円体制への移行の上に更にさきにのベた超デフレ策の強化を継
続・遂行せしめた最大の基線をなす史的標識であろう。
